
 

 

○届出対象行為の手続きの流れ 
酒々井町では、景観形成に影響を与える一定規模以上の建築物や工作物などの行為については、行為の種類、

場所、設計または施工方法、着手予定日などについて、行為着手の 30 日前までに、景観法に基づく届出を行う必

要があります。 

 

※特定届出対象行為とは、 

景観計画に定められた届出対象行為のうち（P16 参照）建築物または工作物に係る行為のこと。 

酒々井町では、建築物または工作物の「形態意匠」の制限に適合しないものを使用する者またはした者に対

し、当該制限に適合させるため必要な制限において、設計の変更その他の必要な措置をとることを命ずるこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出対象行為 
景観法第 16 条に規定する行為(建築物・工作物・開発など) 

第三者機関による助言 
専門家等による審査 

事前協議 
早い段階からの景観誘導 

審  査 景観形成基準への適合のチェック 

行為の届出 景観法第 16 条第 1項 

行為の着手 
景観法第 18 条原則として届出より 30 日間は着手不可 

特定届出対象行為 
景観法第 17 条第 1項（建築物・工作物） 

勧  告 
景観法第 16 条第 3項 

変更命令 
景観法第 17 条第 1項 

原状回復命令 
景観法第 17 条第 5項 

自主条例で定める協議 

景観法に基づく届出 

届出より 

30 日以内 

適合 

適合 

適合 

不適合 

不適合 

不適合 

届出より 

30 日以内 
90 日まで 

延長可能 

届出から勧告・変更命令などの流れ 

 


